
 

「なぜ？」を 3 回 

            表 可恵 

 何か失敗をした時、上手くいかなかった時に、皆さんはどのようにして気持ちを立て直していますか。

落ち込んで、なにもやる気が起きなくなったり、周りのせいにしたくなったりするかもしれません。そ

ういう私も、失敗ばかりで行動を起こすことが恐ろしくなることもよくあります。そんな時は、信頼で

きる親しい人に話を聞いてもらったり、美味しい物を食べたり、ゆっくりお風呂に入ってできるだけ早

く寝たり、などということをして、また頑張ろうとしています。 

先日、ＩT 企業に勤めている知り合いと話をする機会があり、「なぜ３（なぜさん）」という言葉を聞

きました。仕事で上手くいかないことがあった時に、「なぜそうなったのか。」と自分自身やそのプロジ

ェクトを担うメンバーに問いかけてみて、出た答えにさらに「なぜ」と問いかける。そして更にその答

えにも「なぜ」と、合計３回問いかけるのだそうです。そうすると、原因または原因に近いことが分か

り、解決につながるのだそうです。 

例えば、あるコンピュータのプログラムがちゃんと作動しなかった、とします。そこで「なぜ作動し

なかったのか」と問いかけます。すると、「まだ新人の社員が作ったものだったから」という答えが出

たとします。その答えにも「なぜ新入社員が作ったのか」と問いかけます。「その仕事に慣れている社

員に頼まなかったから」という答えが出たとします。その答えにももう一度「なぜ仕事に慣れている人

に頼まなかったのか」と問いかけるのです。すると、「仕事に慣れている社員は忙しかったから」とい

う答えが出るかもしれません。ここまで来ると、原因は恐らく人手不足だ、ということになるのだと思

います。失敗した新入社員を叱責するのではなく、人手不足を解消するためにどうすべきかを考えるこ

とができるということでしょう。 

なるほど、と思いました。私のように感覚が大事だと思って生きている人間は、論理的にものを考

えることがあまり得意ではありません。失敗すると自分を責めて落ち込んだり、環境のせいにしたりし

がちなのですが、責めるのではなく冷静に一つ一つ「なぜ」と問いかけてみる、というのは今後大いに

取り入れていかなければならないと思いました。 

 

 

 

 

 

７月は学校集金の調整月となっておりますが、２年生は例月どおり 13,720円を集めさせていただきま

すので、ご了承ください。尚、口座引き落とし日は、７月２日(火)です。よろしくお願いします。 
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７月３日(水)より、「社会に学ぶ『十四歳の挑戦』」が始まります。生徒にとって初めての職場体

験となり、期待と同時に緊張や不安もあると思います。活動開始までに、就業時間や定休日、弁当の

有無等について、ご家庭でご確認ください。また、活動期間中は、毎日ご家族で体験の話を話題にし

ていただき、ワークブックに家族からのひとことをご記入くださいますようお願いします。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１ 月  
 

１７ 水 
 

２ 火 
短縮授業（～19日） 
学校集金振替日 
県選（陸上）壮行会 

 
１８ 木  

３ 水 社会に学ぶ「14 歳の挑戦」 
 

１９ 金  

４ 木 社会に学ぶ「14 歳の挑戦」 
 

２０ 土 通信陸上 

５ 金 社会に学ぶ「14 歳の挑戦」 
 

２１ 日 通信陸上 

６ 土 県選手権大会（陸上） 
 

２２ 月 保護者会 

７ 日 県選手権大会（陸上） 
 

２３ 火 保護者会 

８ 月 社会に学ぶ「14 歳の挑戦」 
 

２４ 水 受賞集会、終業式 

９ 火 社会に学ぶ「14 歳の挑戦」 
 

２５ 木 夏季休業（～８/26） 

１０ 水  
 

２６ 金  

１１ 木 通常日課 
 

２７ 土 
県民体育大会 
ジュニアオープンソフトテニス大会 

１２ 金 県選壮行会、吹奏楽壮行演奏会 
 

２８ 日 県民体育大会 

１３ 土 県選手権大会 
 

２９ 月 夏季連合生徒協議会 

１４ 日 
県選手権大会 
県吹奏楽コンクール 

 
３０ 火  

１５ 月 
海の日 
県選手権大会 

 
３１ 水  

１６ 火 愛校の日 

社会に学ぶ「14 歳の挑戦」の個人テーマ 

７ 月 の 予 定 

 地域の憧れとなる警察官の方々はどのよう
な仕事をしているのか、またどれくらい大変
なのか体験しよう。 

保護者の皆さまへ 

 ヨシエスポーツが愛される理由を知り、自

分も人に愛される人になろう。 

 竹刀の組み立ての活動を通して、自分で竹

刀の管理をできるようになろう。 

 接客の仕事を通して、時と場合に応じた態

度と敬語を使えるようになろう。 


